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研究背景
廃棄物の野外焼却行為:法律で禁止

農業における廃棄物の野外焼却行為（野焼き）は例外規定で
行うことが可能[1]

野焼きによる弊害
延焼火災，煤煙被害などが発生

例外

図1 野焼きの様子

燃やしているのはこの部分のみ
（地面全体を焼き払う焼き畑とは異なる）

図2 令和5年全火災38,672 
件の出火原因別件数の内訳[2]

煤煙被害の例[3]
・洗濯物に臭いがついて困る
・灰やすすが飛んできて汚れが付いた
・ぜんそく等の疾患があり困っている

延焼，煤煙被害が発生しづらい野焼きの実施を
支援するシステムを開発し，被害軽減を実現

図3 野焼きによる煤煙

本研究の目的

図9 監視システムのフローチャート 図10 監視システムの配置イメージ

事前判断システム（設計，実装）
設計方針
手軽に扱えるように→WEBサイト形式

使用言語:HTML， CSS，JavaScript，Json
使用ライブラリ:Leaflet, jQuery
使用API:

設計

図5 事前判断システムのシーケンス図

図7 延焼危険性の判別

開発環境

本システムはQRコード先で公開中!
https://shidatawaiwai.github.io/NoyakiSupport

System/index.html

監視システム（設計，実装）
設計方針
手軽に扱えるように→特別なハードウェアは用いない

炎と煙の検出

図6 事前判断システム公開先 図7 実際の画面

設計

炎及び煤煙を事前にYOLOで学習
検出例

図11 元画像 図12 検出後画像

事前判断システム（評価，考察，今後の展望）

WEBサイト形式で，簡単に扱える
個人単位での対策を支援

気象情報から延焼危険性を判別
野焼きを行うかの判断の助けに

風向と現在位置周辺地図
風下に住宅街が無いかを簡単に確認できる
※現状野焼きの煙に対する苦情は主に住宅街から上がっているため

考察

今後の展望
より多くの人に本システムを利用してもらい，アンケートの実施

有用性の評価

監視システム（考察，今後の展望）

特別な装置はいらず，簡単に扱える
個人単位での対策を支援

人の死角を補助的に監視
より安全に

考察

今後の展望
煙の検出精度があまり高くなく、誤検知が発生する

YOLOの追加学習を行い、制度を高める
スマートフォンへの対応

事前判断システム，監視システムともにスマートフォン1台で
動作
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図8 アンケート結果

検
出

評価
このシステムは延焼、煤煙
被害抑制に役立つか

おおむね良い評価が得られた

風の矢印、指定地点の野焼き条例を地図にオーバーレイ表示
有用性の向上

全体設計

図4 野焼きサポートシステムの全体設計

気象情報から延焼，煤煙被
害の危険性を判別し，利用
者に提供

野焼き実施前

カメラを利用して炎の監
視を行い，延焼火災が発
生しないよう監視

野焼き実施中

事前判断システム

監視システム

開発環境

使用ライブラリ: YOLOv8（物体検知アルゴリズム）
Pyinstaller（exeファイルの作成）

使用言語:Python

Geolocation(位置情報API),
OpenWeatherMap(気象情報API),
OpenStreetMap(地図API)

農作業によって生じた廃棄物を集めてから
焼却する行為
見た目や規模はたき火に近い
地面全体を広い範囲で焼き払う焼き畑とは異なる

野焼き


